
皿.研 究

1,主 な研究内容の紹 介

D湯 浅農場

(1)マ ンゴーに関す る研究

i)台 木の育成お よび接 ぎ木後の生育 担 当:志 水恒介

マンゴーの効率的な苗木生産技術 の確立のた めに,異 なる土壌容積や温度処理 を施 した実生台木に

接ぎ木 を行 い,接 ぎ木活着率および接 ぎ木後の生 育に及ぼす影響を調査 した.ま た,台 木 の幹径 およ

び接 ぎ木方 法が接 ぎ木活着 率に及ぼす影響 についても検討 した.

①土壌容 量の影響

2008年6月 に台湾在来種`柴 芒果'お よび`香 芒果'を 播種 し,2008年7月 に容量の異 なる容器 に鉢

上げ し,2009年6月 に`ア ー ウィン'を 接 ぎ木 した.そ の結果,土 壌容量による生育の差 はなか った

が,台 木の生育が十分でない個体は接 ぎ木活着率が低 く,接 ぎ木後の生育 も優れ なかった.

②温度処理の影響

2008年6月 に`柴 芒果'を 播種 し,2008年8月 に鉢上 げを行い,最 低温度を17℃,12℃ お よび5℃ に

投定 した ビニルハ ウス内で栽培 し,2009年6月 に`ア ー ウィン'を 接 ぎ木 した,そ の結果,す べ ての

処理 区において接 ぎ木活着率 は100%で あ り,そ の後の生育は17℃ 区で優れて いた,

② 台木の生育が接 ぎ木に及 ぼす影響

2008年6月 に播種 した`柴 芒果'実 生台 木を供試 し,2010年6月 に`ア ー ウ

ィン'を 接 ぎ木 した.そ の結果,接 ぎ木活着 率は株 元の幹径 が10㎜ 以 上の

固体で高い傾向がみ られ た.

③接 ぎ木方法の影響

2009年8月 に播種 した`ア ー ウィン'実 生台木 を供試 し,2010年10月`ア

ーウィン'お よび`愛 紅'を 穂木 として
,切 り接 ぎ,割 り接 ぎおよび舌接 ぎ

を行 った.そ の結果,接 ぎ木活着率 は接 ぎ木方法 による差異がみ られ なか

った,写 真

h)取 り木繁殖法の開発

①土壌容量の影響

マ ン ゴー苗木試験

担 当:文 室政彦

2007年9月8日 に取 り木 を して,IL目11日 に鉢 上 げ した`愛 紅'自 根 苗 を供試 した.培 土量 を15リ ッ

トル,30リ ッ トル お よび45リ ッ トル と した 区 を設 け,2008年8月7日 に容 量 の異 な る不 織 布 製 ポ ッ トに

多植 した.

鉢 」二げ3年 後 の結 果 で は,樹 体 生長 と して,幹 径,着 葉 数 お よ び総 新梢 長 とも,培 土 量 に よ る有 意

至差 が なか った.

② 土壌 組成 の影 響

2008年5月18日 に取 り木 を して,20⑪8年7.月23日 に鉢 上 げ を した`愛 紅'自 根 樹 を供 試 し,2009年5

111日 に不織 布製 ポ ッ ト(土 壌容 量20リ ッ トル)に 移植 した.

培 土組 成 と して は,山 土80:堆 肥20区,山 土40:パ ー ライ ト40:堆 肥20区,山 土40:バ ー ミキ ュ

ブイ ト40:堆 肥20区
,山 土30:パ ー ライ ト30:ピ ー トモ ス30:堆 肥20区,山 上30:バ ー ミキ ュ ライ ト

1り:ピ ー トモ ス30:堆 肥20区 を設 けた .

鉢 上げ2年 後 の 結果 では,樹 体成 長 は 各 区 とも有 意 な 差 がな か った.

璽自根 苗 と接 ぎ木 苗 との樹 体 成長 の差 異
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2007年9月9日 に台湾在来種 に取 り木 を行 い,発 根個体を同年11月12日 に鉢上げ し,翌2008年6月4日

に`ア ー ウィン',`愛 紅'お よび`ス ピリッ ト・オブ ・76'を 接 ぎ木 して,同 年9月20日 に不織布製

ポ ッ トに定植 した.慣 行の台湾在来種実生苗は2008年6月9目 に不織布製 ポ ッ トに植栽 し,翌2009年6

月15目 に`ア ー ウィン'と`愛 紅'を 接 ぎ木 を行 った.

接 ぎ木1年 後 の生育では,3品 種 とも台湾在来種 台樹が 自根樹 より栄養生長が旺盛であった.今 後,

両者 の樹体成長 と収量お よび果実品質の差異を検討す る.

血)音 響振動法によ り果 肉硬度の評価 担 当:文 室政彦

最近,音 響振動法 による果実硬度の評価が研究 され,一 部の果実では実用化 され てい る.マ ンゴー
`アー ウィン'果 実 を供試 し

,音 響振動法によ り果肉硬度の推定の可否 について検討 した.

①樹上成熟 に伴 う経時的変化

着果 した果実 を使用 し,自 然落果 の当 日までの毎 日,非 破壊果肉硬度測定装置(生 物振動研究所,

Vp-2型)を 使用 し,樹 上果実における自然落果までの第2共 鳴周波数を調査 したところ,自 然落果4日

前 までは,ほ ぼ一定の値であ り,自 然落果3日 前 から急速に低下 した.

②果実 の大 きさ別,部 位別差異

果実の部位別 の第2共 鳴周波数は,果 実の大 きさに関わ らず,背 腹面赤道部 中央間および側面赤道

部中央 間は差 がな く,果 梗果頂部間はこれ らの数値 より高かった.果 実の大 きさ別では,い ずれの部

位 も,中 果 と大果は差 がな く,小 果 がこれ らの数値 よ り高かった.果 実の部位別,大 きさ別の弾性指

標 は,第2共 鳴周波数 とほぼ同様 の傾向であった.第2共 鳴周波数 の測定部位 は,測 定の しやす さか ら,

背腹面赤道部 中央間での測定が適 してい ると考 えられた.

③収穫後の変化

25℃ に設定 したイ ンキュベーター に収穫果を7日 間入れた ところ,果 重減少率は漸増 し,第2共 鳴周

波数,弾 性指標,果 肉硬度お よび有機酸含量が漸減 した.

④第2共 鳴周波数および弾性指標 と果肉硬度 との関係

第2共 鳴周波数お よび弾性指標 と果 肉硬度 との間に,比 較的高い相 関関係がみ られた.

これ らの結果 か ら,音 響振動法 はマ ンゴー果実の品質保持技術 の開発 に使用 できると考 え られた.

拉)新 品種 の育成 担当:文 室政彦

平成21年 に播種 した`ア ー ウィン'と`愛 紅'実 生それぞれ100個 体 を平成22年4月 に鉢上げ し,ビ

ニルハ ウス内で栽培 してい る.`愛 紅'は 長所 として,果 肉に繊維 が少な く,食 味が優れ,大 玉果 が

生産できるが,短 所 として,果 皮色 も暗赤色で,果 肉が軟化 しやす く,収 穫終期にはマ ンゴー臭が強

くな る.育 成 目標 としては,こ の よ うな欠点 をなくし,`ア ー ウィン'と`愛 紅'と の中間的な果実

特性 を有 し,市 場流通 が可能 な優 良系統を選抜す る.

2)ド ラゴンフルーツに関す る研究 担 当:文 室政彦

今後,消 費拡大が期待 され る赤皮赤肉の優良系統 を選抜す るために,京 都 市在住の福 岡正行氏 よ り

分譲いただいたニカラグア原産の3品 種(Rosa,Cebra,Orejona)の 実生をポッ ト栽培 してい る.

今後,収 量 と果実 品質を調査 し,優 良な赤皮赤 肉系統 を選抜す る.

3)カ キに関す る研究 担 当:文 室政彦

平成18年4月 に`早 秋'を 土壌容量約30リ ッ トルのポ ッ トに植栽 し,野 外条件 下で栽培 してきたが,

炭そ病 の発生に より枯死樹が多数発 生 したために,平 成22年5月3日 にビニルハ ウスに搬入 した.今 後,

収量お よび果実 品質 の年次変化を調査す る.
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2)生 石 農 場

(1)高 温 下 にお け るブ タ精 子 の運 動 性 に及 ぼす ア ス タキ サ ンチ ン の影 響 担 当:岸 昌生

家 畜 繁 殖分 野 で は,抗 酸化 作用 を持 っ ア ス タキサ ンチ ン(Asx)を 利 用 した暑熱 ス トレス軽 減 効果 に

よ る胚 発 生能 や 精子 生 存能 の改 善法 にっ い て検討 され て い る.す な わ ち,ASXを 添 加 した培 地 を用 い る

と,高 温 下(40.5℃)で 阻害 され た ウシ体 外 受精 胚 の発 生 が 回復 す る こ と(行 川 ら,2008),ASXを 給

与 され た ブ タで は,給 与 され なか っ た場合 に比 べ て,射 出精 子 の活力(精 子 運 動性)が 高温 下(40℃)

で も長 時 間高 く維 持 され るこ とが報 告 され て い る(山 口 ら,2008).本 実 験 で は,ASXが 精 子 の運 動 性

に及 ぼす 直接 的 な影 響 を調 べ るた め,ブ タ液 状 精 液 にASXを 添加 して 高温 下 に お け る精 子 運 動 率 を調

べ,暑 熱 ス トレス軽減 効 果 につ い て検 討 した ,

【材 料 お よび方 法 】

(精 液 の 準備)

当農 場 で飼 育 され てい る ミニ ブ タ(♂,ゲ ッチ ンゲ ン系)よ り用 手 法 にて精 液 を採 取 し,精 液 希 釈

液(マ ル ベ リーIII,富 士農 場)を 用 い て常 法 にて調 製 した 液 状精 液 を実 験 に供 した(pH7.0-7.4,

濃 度 約5,000個/ml).さ らに,市 販 のデ ュ ロ ック種液 状 精 液(富 士農 場,pH7,0-7.4,濃 度3,000～

5,000個/ml)も 実 験 に供 した.ま た,液 状精 液 は,採 取後2～15日 間 恒 温器 内(温 度15℃,IN602 ,ヤ

マ ト科 学)で 保 存 した.

(ア ス タ キサ ンチ ン製 剤 の調 製 と液 状 精 液 へ の添 加)

本 実験 で は,0.5%含 有 ア ス タキ サ ンチ ン製剤(以 下ASX+)を 用 いた*.ま た,ASX+の 組 成 を一 部 修

正 した ア ス タキサ ンチ ン製剤(以 下ASX-)も 用 い た.さ らに,ASX自 体 を除 い た製剤 をプ ラセ ボー(ア

ス タキサ ンチ ン製 剤 溶媒)と して用 いた(そ れ ぞれ,ASX+P,ASX-P) .ア スタ キサ ンチ ン製 剤 お よび プ

ラセ ボー をマ イ ク ロチ ュー ブ(ア ズ ワン)に 分 注 した液 状精 液(1ml)に 添加 して濃 度 調 製 を行 っ た

後,精 子 運 動性 を調 べ た.

*本 研究が企業との共同研究であるため,機 密保持上,ア スタキサンチン製剤の製品名,企 業名については掲載 して

お りません.御 了承下さい.

(精子 運 動性 の検 査)

精 子 運 動 性(運 動 率)は,精 子 総 数 に対 す る運 動 能3+を 示 す 割 合 を以 て評価 した(丹 羽,1989).

す なわ ち,ASXを 含 む液 状 精液 を38℃ の恒 温槽 で15分 間加 温 した後,そ れ らの一 部(約10μ1)を 取 り

出 し,同 温 度 に保 温 した精 液性 状 検 査板(富 士 平 工業)を 用 い て室 温 下(20-25℃)で1分 間 以 内 に,

あ るい は,精 子運 動 解析 装 置(HTM-IVOS,HamiltonThorne社 製,USA)を 用 い て精 子 運 動性 を調 べ た

(加 温 時 間:0時 間 区).さ らに,液 状 精 液 を最 長26時 間 ま で加 温 し,高 温 下(38ま た は41℃)に お け

る精 子運 動性 を調 べ た.

【結果 お よび考 察 】

・プ ラセ ボ ー添 加 が38℃ 下 にお け る精 子 の 運動 性 に及 ぼす影 響

プ ラセ ボ ー が精 子運 動 性 に及 ぼ す影 響 に っ いて 調べ た(実 験 回数3回).す な わ ち,0.05-5.OppmのA

SX+Pお よび0.5,3.OPPmのASX-Pを ミニブ タ液 状 精液 に添加 し,38℃ で加 温 した精 子 の運 動 率 を調 べ た.

そ の結 果,加 温 時 間3時 間後 にお け る精 子 運 動 率 は,プ ラセ ボー の 種類 や 濃度 に拘 らず,対 照 区(無 添

加)と 同等 で あ った(第1図).し か し,21時 間後 に お け る精 子 運動 率 は,3.OPPm以 上 のASX+Pお よびASX

-Pを 添加 す る と0 .5PPm以 下 に比 べ て低 下 した(P<0.05).し た が って,ブ タ精液 へ の3.OPPm以 上 の プ

ラセ ボー の添 加 は精 子 の運 動 性 に何 らか の悪 影響 を及 ぼす こ とが示 唆 され た.
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第1図.ア ス タキサ ンチン製 剤(プ ラセ ポー)の 添 加が38℃ 下の精子 の運 動性 に及 ぼす影 響

*精 チ遜鋤率は 、運動能3+を 示す精 子の割 合 を示 した,a,b副 において有意 差あ り

・アスタキサンチン製剤が38℃ お よび41℃ 下の精 子の運動性 に及ぼす影響

上記の結果 よ り,3.OP抑 以下の濃度 でアスタキサンチン製剤(ASX+お よびASX-)を 液状精液に添加

し,精 子運動性 を調べた.す なわち,実 験1で は,採 取後50以 内のデュロック種液状精液にO.25,0.

5,1.0,3.OPPmのASX+お よびASX一を添加 して38℃ 下における精子運動性 を24時 間まで調 べた(実 験回

数5回).実 験2で は,採 取後10-15日 の精液 を用いて,添 加濃度0.5,1.0,3.OPPmのASX+に おける精子

運動性 を同様 に調ぺた(実 験回数4回)、 さらに,実 験3で は,採 取後5日 以内の精液を用いて41℃ 下に

お ける精子運動性 に及ぼすASX+(添 加濃度:0.5,1.Oppm)の 影響 を調べた(実 験回数3回),

採 取後5日 以 内の精液 にASX+お よびASX一を添加 し,38℃ で加 温 した場合(突 験1),精 子運動率は対照

区(無 添加)と 同様 に加温時間に したがい低 下 し(第2図),添 加濃度3.Oppmで は加温時 間21時 間で他

の濃度 に比べて精子運動率は低か った.さ らに製剤 の溶媒 の違 いに よる影響が見 られ なかったため,

実験2以 降ではASX+の み を用いて検討 した.そ の結果,実 験1と 同様 にASXの 有無に拘 らず,精 子運動性

は低 下 した(第3図 〉.ま た,採 取後5日 以内の精液(24時 間)に 比べて短い加温時間(17時 問)で 同程

度(20%以 下)ま で低 下 した,こ の理 由としては精液採取後の長期間保存が影響 し,精 子の生存性 自体

が低 下 していたため と考え られた.次 に加温温度 を高くす ることでASXの 効 果を期待 して実験3を 行 っ

たが,ASXの 有無 に拘 らず,41℃ で加温 して も精子運動率は低下 し,さ らに38℃ 加温 に比べて短時間

(5時間)で 低 下 した(第4図).

以上の結果 よ り,38℃ 加温 にお けるブ タ精子の運動性は,ア ス タキサ ンチ ン製剤 を液状精液に添加

して も,無 添加 の場合 と同様 に加温時間に伴 って低 下 し,ASXの 直接的な精子暑熱ス トレス軽減効果 は

認 め られなかった.こ れは,生 存性の低 い と思われ る精子(採 取後10-15日)を 用いて も,加 温温度 を

より高 く(41℃)し ても同 じであった.さ らに,今 回用いたアスタキサンチ ン製剤 プ ラセポーは,液

状精液に添加 した場合,濃 度が高い(3.Oppm以 上)と 精子運動性 に悪影響を及 ぼす ことが示唆 された

ことか ら,精 子を処理す る溶媒は としては不適であると思われ た.今 後 はアスタキサンチ ン製剤 の溶

媒について充分検討 した後に,ア スタキサ ンチン製剤 の運動精子への影響を調べる必要がある と考え

る、
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第2図.ア スタキサンチン製剤の添加が38℃ 下の精子の運動性に及ぼす影響

申 梢液保存期間:採 取後5日 以内、a,b問 において有意差あ り
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第3図.ア スタキサンチン製剤の添加が 蹄℃下の精子の運動性に及ぼす影響

寧 梢被保存期間:採 取後10・15日
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第4図,ア ス タキサ ン チ ン製 剤 の添 加 が41℃ 下 の 精子 の運 動 性 に及 ぼす 影 響

*精 液 保存 期 間:採 取 後5目 以 内
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2,研 究 業績

1)学 会 発表

(1)文 室 政彦 ・宇都 宮 直樹 ・佐 々木 勝 昭 ・志 水恒 介.2010.ポ ッ ト栽培 にお け るマ ン ゴー`愛 紅'お

よび`ア ー ウ ィン'の 収 量 と果 実 品質 に及 ぼす 葉果 比 の影 響.園 芸学研 究.9(別1):87.

(2)文 室 政彦 ・高畑 正 人.2010.ポ ッ ト栽 培 の カ キ`早 秋'に お け る摘 心 お よび 葉果 比 が収量 お よび

果 実 品質 に及 ぼす 影響.園 芸学 研 究.9(別2):375.

(3)中 川 正 博 ・志 水 恒介 ・神 崎真 哉 ・宇 都 宮 直樹.2010.マ ンゴー の果 肉崩 壊 症 に及 ぼす嫌 気 呼吸 活

性 の影 響.熱 帯農 業研 究.3(別1):45-46.

(4)中 川 正博 ・志水 恒 介 ・神 崎真 哉 ・文室 政彦 ・宇都 宮 直 樹.2010.マ ン ゴー の花成 誘 導期 間 中 にお

け るジベ レ リン代 謝 関連 遺伝 子 の発 現 解析.熱 帯農 業研 究.3(別2):19-20.

(5)岩 本 太 作 ・加 藤 暢宏 ・谷 口俊仁 ・松 井 孝徳 ・高 橋 千 明 ・中野 達也 ・庄 隼 生 ・岸 昌生 ・細 井 美

彦 ・松 本 和 也 ・入 谷 明 ・佐 伯 和 弘.2010.ポ リジメ チル シ ロキ サ ン製 マ イ ク ロ ウ ェル の容 積 と

胚 数 が ウ シ胚 の初期 発 生 に及 ぼす影 響.第112回 日本 畜 産 学会 大 会.

(6)岩 本 太 作 ・加 藤 暢 宏 ・橋 本 周 ・河 上泰 之 ・谷 口俊 仁 ・庄 隼 生 ・岸 昌生 ・細 井美 彦 ・松 本 和

也 ・森 本 義 晴 ・入 谷 明 ・佐 伯 和 弘.2010.マ イ ク ロ ウェル プ レー トを用 いた ウ シ単一 胚 の個 別

培養.第103回 日本繁 殖 生物 学 会 大会.

(7)庄 隼 生 ・岩 本 太 作 ・加 藤 暢 宏 ・河 上 泰 之 ・谷 口俊 仁 ・岸 昌生 ・細 井 美 彦 ・松 本 和 也 ・入 谷

明 ・佐 伯 和 弘.2010.シ リコン製マ イ ク ロ ウェル の容積 と形 状 が ウシ胚 の初期 発 生 に及 ぼす影 響.

第17回 日本 胚移 植 研 究会 大 会.

2)学 術 雑誌

(1)上 田茂登 子 ・ 志水 恒 介 ・佐 々木勝 昭 ・渡辺 克美 ・宇都 宮直 樹.2010.マ ン ゴー`ア ー ウイ ン'果

実 の成 熟 に よ る数 種 の酵 素 活性 の変化.近 畿大 学農 学 部 紀要.43:7-14.

(2)MaedaT.,Y.Yonemori,H.Higuchi,M.A.Hossain,M.FumuroandK.Shimizu.2010.

EffectsoftemperatureonfloweringtimeofJapanesepepPer(Zanthoxylumpiperitum

(L.)DC.f.inermeMakiko)treeafterbreakingofdormancy.TroP.Agr.Develop.54:

67-70.

(3)伊 藤 慧 ・岸 昌 生 ・西 村 愛 美 ・中 川 隆 生 ・永 井 匡 ・栗 田 佳 織 ・入 谷 明 ・安 齋 政 幸.2010.

Wistar系 ラ ッ ト精 巣 上 体 尾 部 精 子 を 用 い た 冷 蔵 保 存 方 法 の 検 討.近 畿 大 学 先 端 技 術 総 合 研 究 所 紀

要.15:17-16.

(4)AmanoT.,K.Tokunaga,R.Kakegawa,A.Yanagisawa,A.Takemoto,A.Takemizo,

T.Watanabe,Y.Hatanaka,A.Matsushita,M.Kishi,M.Anzai,H.Kato,T.Mitani,

S.Kishigami,K.Saeki,Y.Ho30i,A.Iritani,andK.Matsumoto.2010.Expression

analysisofcircadiangenesinoocytesandpreimplantationembryosofcattleand

rabbits.AnimReprodSci.121:225-35.

3)商 業 誌 等

(1)文 室 政 彦.2010.マ ン ゴ ー の 品 種 と 栽 培.和 歌 山 の 果 樹.6(5):12-15.(和 歌 山 県 農 業 協 同 組

合 連 合 会 発 行)

4)報 道 機 関 へ の 発 表

(1)平 成22年7月8日 付 讃 責 新 聞 和 歌 山 版 「近 大 グ ル メ 」 今 度 は ビ ー フ
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(2)平 成22年7月8日 付 日本農業新 聞 近大育 ち黒毛和牛初 出荷へ

(3)平 成22年7月9日 付 畜産 日報 近畿大学が 「近大おい し牛」を販売 ブラン ド化 をめざす

(4)平 成22年7月9日 テ レビ和歌 山@あ っと!テ レわか

(5)平 成22年7月10日 付 わかや ま新報 最高級 「近大おい し牛」

(6)平 成22年7月11日 付 朝 日新 聞和歌山版 近大が育てた牛限定販売始まる

(7)平 成22年7月11日 付 産経新聞和歌山版 「近大おい し牛」初出荷

(8)平 成22年7月11日 テレビ和歌山 ニュースライフライン ・ライブサンデー

(9)平 成22年7月14日 付 毎 日新 聞和歌山版 黒毛和牛 「近大おい し牛」販売

(10)平 成22年8月22日 和歌 山放送 ホエール和代 のワンダフル わ一 るど

(11)平 成22年9.月6日 付 日経MJ東 京 大学発 ビー フ売 りこモー

(12)平 成22年12月16日 付 讃費新 聞和歌山版 近畿大学附属生石農場(わ かやま大学譜)

5)そ の他

(1)和 歌山県有 田川 町ふ るさと開発公社HP掲 載 新メニュー ・「近大おい し鴨」料理好評提供 中!

(2)畜 産の研究.64(8)掲 載.黒 毛和牛初出荷へ(和 歌 山で100キ ロ販売近大育ちブ ラン ド化 に期待).


